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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月4日(2017.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像の画素毎に特徴量を算出する特徴量算出部と、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
する部分平均値算出部と、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出する加重平均算出部と、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する平均値算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を算出
する部分制御値算出部と、を備え、
　前記比較部は、前記基準平均値に対する前記加重平均値の割合を求め、
　前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記割
合を乗算することで、前記部分制御値を算出すること
　を特徴とするバックライト制御装置。
【請求項２】
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　前記予め定められた範囲は、前記入力画像の全体であること
　を特徴とする請求項１に記載のバックライト制御装置。
【請求項３】
　前記予め定められた範囲は、前記部分平均値を算出する対象となる部分領域毎に異なる
範囲であること
　を特徴とする請求項１に記載のバックライト制御装置。
【請求項４】
　前記予め定められた範囲は、前記部分平均値を算出する対象となる部分領域と、前記部
分平均値を算出する対象となる部分領域の周辺の部分領域とを含む範囲であること
　を特徴とする請求項３に記載のバックライト制御装置。
【請求項５】
　入力画像の画素毎に特徴量を算出する特徴量算出部と、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
する部分平均値算出部と、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出する加重平均算出部と、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する平均値算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を算出
する部分制御値算出部と、を備え、
　前記比較部は、前記基準平均値を用いて前記加重平均値の偏差を求め、
　前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記偏
差を加算することで、前記部分制御値を算出すること
　を特徴とするバックライト制御装置。
【請求項６】
　前記入力画像の全体における前記特徴量の平均値である特徴量平均値を算出する全体平
均値算出部と、
　前記特徴量平均値に基づいて、前記全体制御値を算出する全体制御値算出部をさらに備
えること
　を特徴とする請求項１から５の何れか一項に記載のバックライト制御装置。
【請求項７】
　前記特徴量は輝度であること
　を特徴とする請求項１から６の何れか一項に記載のバックライト制御装置。
【請求項８】
　前記特徴量は、画素毎に特定される値の最大値であること
　を特徴とする請求項１から６の何れか一項に記載のバックライト制御装置。
【請求項９】
　バックライトと、
　入力画像の画素毎に特徴量を算出する特徴量算出部と、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
する部分平均値算出部と、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、
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　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出する加重平均算出部と、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する平均値算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を
算出する部分制御値算出部と、
　前記入力画像に基づいて画像を表示する表示部と、を備え、
　前記比較部は、前記基準平均値に対する前記加重平均値の割合を求め、
　前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記割
合を乗算することで、前記部分制御値を算出し、
　前記バックライトは、前記部分制御値に基づいて、部分毎に明るさを制御すること
　を特徴とする画像表示装置。
【請求項１０】
　バックライトと、
　入力画像の画素毎に特徴量を算出する特徴量算出部と、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
する部分平均値算出部と、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出する加重平均算出部と、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する平均値算出部と、
　前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比較部と、
　前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を
算出する部分制御値算出部と、
　前記入力画像に基づいて画像を表示する表示部と、を備え、
　前記比較部は、前記基準平均値を用いて前記加重平均値の偏差を求め、
　前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記偏
差を加算することで、前記部分制御値を算出し、
　前記バックライトは、前記部分制御値に基づいて、部分毎に明るさを制御すること
　を特徴とする画像表示装置。
【請求項１１】
　入力画像の画素毎に特徴量を算出し、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出し、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
し、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出し、
　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出し、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出し、
　前記部分領域毎に、前記基準平均値に対する前記加重平均値の割合を求めることで、前
記加重平均値と、前記基準平均値とを比較して、前記部分領域毎に、バックライトの全体
の明るさを示す全体制御値に前記割合を乗算することで、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を
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算出すること
　を特徴とするバックライト制御方法。
【請求項１２】
　入力画像の画素毎に特徴量を算出し、
　前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、前
記入力画像に含まれる部分領域毎に検出し、
　前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出
し、
　予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が
高くなるように加重平均係数を算出し、
　前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の
加重平均値を算出し、
　前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出し、
　前記部分領域毎に、前記基準平均値を用いて前記加重平均値の偏差を求めることで、前
記加重平均値と、前記基準平均値とを比較して、前記部分領域毎に、バックライトの全体
の明るさを示す全体制御値に前記偏差を加算することで、前記加重平均値が前記基準平均
値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を
算出すること
　を特徴とするバックライト制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第１の態様に係るバックライト制御装置は、入力画像の画素毎に特徴量を算出
する特徴量算出部と、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値であ
る部分最大値を、前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、前
記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出する
部分平均値算出部と、予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記
部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、前記
部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の加重平
均値を算出する加重平均算出部と、前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する
平均値算出部と、前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比
較部と、前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基
準平均値よりも大きいほど、バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値
を算出する部分制御値算出部と、を備え、前記比較部は、前記基準平均値に対する前記加
重平均値の割合を求め、前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示
す全体制御値に前記割合を乗算することで、前記部分制御値を算出することを特徴とする
。
　本発明の第２の態様に係るバックライト制御装置は、入力画像の画素毎に特徴量を算出
する特徴量算出部と、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値であ
る部分最大値を、前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出部と、前
記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に算出する
部分平均値算出部と、予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きいほど前記
部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部と、前記
部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の加重平
均値を算出する加重平均算出部と、前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出する
平均値算出部と、前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比較する比
較部と、前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値が前記基
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準平均値よりも大きいほど、バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値
を算出する部分制御値算出部と、を備え、前記比較部は、前記基準平均値を用いて前記加
重平均値の偏差を求め、前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示
す全体制御値に前記偏差を加算することで、前記部分制御値を算出することを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の第１の態様に係る画像表示装置は、バックライトと、入力画像の画素毎に特徴
量を算出する特徴量算出部と、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最
大値である部分最大値を、前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出
部と、前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に
算出する部分平均値算出部と、予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きい
ほど前記部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部
と、前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値
の加重平均値を算出する加重平均算出部と、前記加重平均値の平均値である基準平均値を
算出する平均値算出部と、前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比
較する比較部と、前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値
が前記基準平均値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるよう
に部分制御値を算出する部分制御値算出部と、前記入力画像に基づいて画像を表示する表
示部と、を備え、前記比較部は、前記基準平均値に対する前記加重平均値の割合を求め、
前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記割合
を乗算することで、前記部分制御値を算出し、前記バックライトは、前記部分制御値に基
づいて、部分毎に明るさを制御することを特徴とする。
　本発明の第２の態様に係る画像表示装置は、バックライトと、入力画像の画素毎に特徴
量を算出する特徴量算出部と、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最
大値である部分最大値を、前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出する部分最大値検出
部と、前記部分領域における前記特徴量の平均値である部分平均値を、前記部分領域毎に
算出する部分平均値算出部と、予め定められた範囲における前記特徴量の平均値が大きい
ほど前記部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出する加重平均係数算出部
と、前記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値
の加重平均値を算出する加重平均算出部と、前記加重平均値の平均値である基準平均値を
算出する平均値算出部と、前記部分領域毎に、前記加重平均値と、前記基準平均値とを比
較する比較部と、前記比較部の比較結果に基づいて、前記部分領域毎に、前記加重平均値
が前記基準平均値よりも大きいほど、前記バックライトの対応する部分が明るくなるよう
に部分制御値を算出する部分制御値算出部と、前記入力画像に基づいて画像を表示する表
示部と、を備え、前記比較部は、前記基準平均値を用いて前記加重平均値の偏差を求め、
前記部分制御値算出部は、前記バックライトの全体の明るさを示す全体制御値に前記偏差
を加算することで、前記部分制御値を算出し、前記バックライトは、前記部分制御値に基
づいて、部分毎に明るさを制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の第１の態様に係るバックライト制御方法は、入力画像の画素毎に特徴量を算出
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し、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、
前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出し、前記部分領域における前記特徴量の平均値
である部分平均値を、前記部分領域毎に算出し、予め定められた範囲における前記特徴量
の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出し、前
記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の加重
平均値を算出し、前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出し、前記部分領域毎に
、前記基準平均値に対する前記加重平均値の割合を求めることで、前記加重平均値と、前
記基準平均値とを比較して、前記部分領域毎に、バックライトの全体の明るさを示す全体
制御値に前記割合を乗算することで、前記加重平均値が前記基準平均値よりも大きいほど
、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を算出することを特徴
とする。
　本発明の第２の態様に係るバックライト制御方法は、入力画像の画素毎に特徴量を算出
し、前記入力画像に含まれる部分領域における前記特徴量の最大値である部分最大値を、
前記入力画像に含まれる部分領域毎に検出し、前記部分領域における前記特徴量の平均値
である部分平均値を、前記部分領域毎に算出し、予め定められた範囲における前記特徴量
の平均値が大きいほど前記部分平均値の割合が高くなるように加重平均係数を算出し、前
記部分領域毎に、前記加重平均係数を用いて、前記部分最大値及び前記部分平均値の加重
平均値を算出し、前記加重平均値の平均値である基準平均値を算出し、前記部分領域毎に
、前記基準平均値を用いて前記加重平均値の偏差を求めることで、前記加重平均値と、前
記基準平均値とを比較して、前記部分領域毎に、バックライトの全体の明るさを示す全体
制御値に前記偏差を加算することで、前記加重平均値が前記基準平均値よりも大きいほど
、前記バックライトの対応する部分が明るくなるように部分制御値を算出することを特徴
とする。
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